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検査値からみた高齢者の特殊性 
検査の読み方 
消化器機能
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に分けることができる。このなかで三次嬬動波

tertlarycontractionはsimultaneouscontract'on

とも呼ばれ，ストレス状況下や汎発性食道:厘箪に

おいて出現する一種の病的嬬動波と考えられる

が，高齢者においても出現頻度が高い2)。また，

Richiterら3)は95人の健常人について検討した結

果，水庶下時に誘発される収縮波（一次嬬動）の

振幅と持続時間は加齢とともに大きくなり，５０歳

代でピークを示すが，６０歳代ではやや減少する傾

向にあるとしている。

②下部食道括約筋圧（LES圧）

ＬＥＳの静止圧の高低を測定するには，引き抜

き法やスリーブセンサーを用いた方法で記録され

る。測定法により正常値に若干の違いはあるが，約

10～25mmHgの範囲にある。どの部分は胃内容物

の食道内逆流を防止する役割を担っているが，食

塊の通過に際しては一次嬬動波に同調してその弛

緩が起こる。内視鏡的に噴門形態の変化をみた松

久ら4)の報告では，老年者では噴門の開大したも

のが多くなり，ＬＥＳ圧も若・中年者よりも低か

ったとしている。しかし，前述のRichiterら3)は

年齢・性別ともにＬＥＳ圧には何ら影響を及ぼさな

いとしており，測定法の統一化・普及による今後

の追試検討が望まれる。また，滑脱型食道裂孔ヘ

ルニアの頻度は年齢とともに有意に増加するが，

その程度は軽いものがほとんどであり，加齢によ

る病態の進展は軽微である5)。

２）食道内ｐＨ測定

微小電極の開発に伴って，食道内の24時間ｐＨ

測定が普及しつつある。この方法により胃・食

道逆流現象（Gastro-esophagealreflex：ＧＥR）の

量的・質的評価が可能となった。健常人でも食後

期にはＧＥＲが出現するが，ＬＥＳ圧が正常範囲で
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は じめに

高齢者では，個人差こそあれ，すべての臓器に

機能低下をきたしているとみてよい。したがって

消化器の機能異常を考える場合においても，高齢

者にみられがちな併存疾患やそれに伴う影響を念

頭においた全体的な立場からの把握が必要であ

る')。ここでは，消化管を中心に，最近の機能検

査の進歩を紹介しながら，高齢者における変化の

特徴と留意点につき述べてみたい。

Ｉ、消化管の機能とその検査法

１．食道

食道機能の主体は，①唯下運動に伴う食塊の通

過を嬬動運動により補助しつつ，下部食道括約筋

の弛緩により胃内にまで速やかに移動させるとと

もに，②胃内容物の食道内逆流を防止することに

ある。

１）食道内圧測定

現在のところ食道の運動機能を知るためには内

圧測定法が広く行われている。測定法としては，

infusionpumpを使用するopentip法と，微小ト

ランスジューサーを用いる方法の二つがある。

①食道嬬動波

食道体部や括約筋部の嬬動運動と収縮・弛緩状

態は，固定連続測定法により記録される。一般的

に食道の嬬動波は，一次嬬動波（唯下に伴って発

生し，食道を連続的に伝播するもの)，二次嬬動

波（随意的な庶下によって発生せず，胃内容の逆

流や不完全な庶下による食道内容物･の停滞による

食道壁の伸展により発生・伝播するもの)，三次

嬬動波（同期性・不連続性で伝播性のないもの）
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